
 

「戸
と

田
だ

市
し

障
しょう

がいによる差別
さ べ つ

のない共生
きょうせい

社会
しゃかい

づくり条例
じょうれい

」（案
あん

）について 

 

１ 条例
じょうれい

をつくることにした理由
り ゆ う

 

令和
れ い わ

5年
ねん

3月
がつ

に「障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」が改正
かいせい

され、

令和
れ い わ

6年
ねん

4月 1日から
 がつ ついたち

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

は「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」をしなければならないとされるなど、

障
しょう

がいを理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

をなくすための取
とり

組
くみ

が進
すす

められています。 

これまで戸田市
と だ し

でも、障
しょう

がいや障
しょう

がいのある人
ひと

についての正
ただ

しい知識
ちしき

を広めて
ひろ

いくことや、相談
そうだん

できる場所
ば し ょ

をつくるなどの取組
とりくみ

を進めて
すす

きましたが、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

（この後
あと

２-（1）で意味
い み

の説明
せつめい

をします。）や、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

をなくして

いくために、さらに取り組んで
と   く

いく必要
ひつよう

があります。 

障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

をなくし、障
しょう

がいのある人
ひと

とない人
ひと

が同
おな

じように、全
すべ

て

の人々
ひとびと

がそれぞれの価値
か ち

を認め合い
みと  あ

、一緒
いっしょ

に安心
あんしん

して暮
く

らせるまちづくりをするた

めには、一人一人
ひとりひとり

が正しい
ただ

知識
ちしき

をもって、お互い
たが

に理解
り か い

し認め合う
みと  あ

ことが重要
じゅうよう

です。

戸田市
と だ し

では、障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

のない共生
きょうせい

社会
しゃかい

をつくっていくために、この

条例
じょうれい

をつくることとします。 

 

２ 条例
じょうれい

案
あん

について 

 (1)目
め

指
ざ

すこと 

  この条例
じょうれい

により、基
き

本
ほん

的
てき

な考
かんが

え方
かた

を定め
さだ

、市
し

、市民
しみん

等
とう

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の役割
やくわり

を明らか
あき

にすることで、共生
きょうせい

社会
しゃかい

（障
しょう

がいを理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

をなくし、障
しょう

がいのある人
ひと

も

ない人
ひと

も同
おな

じように、誰
だれ

もがお互い
  たが

の人格
じんかく

と個性
こせい

を大切
たいせつ

にし合
あ

いながら、一緒
いっしょ

に

るびあり わかりやすい版
ばん
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安心
あんしん

して暮らす
く

ことのできる社会
しゃかい

をいいます。このあと「共生
きょうせい

社会
しゃかい

」という場合
ば あ い

に

は、この意味
い み

で使い
つか

ます。）をつくっていくことを目指
め ざ

します。 

  

(2)条例
じょうれい

の中
なか

で使う
つか

いくつかの言葉
こ と ば

について、その意味
い み

の説明
せつめい

をします。 

ア 市民
しみん

等
とう

 障
しょう

がいのあるなしに関
かか

わらず、市内
しない

に住
す

んでいる人
ひと

、市内
しない

で仕事
しごと

を

したり、学校
がっこう

や幼稚園
ようちえん

等
など

に通って
かよ

いる人
ひと

全
すべ

てをさします。 

イ 障
しょう

がいのある人
ひと

 

 心
こころ

や体
からだ

のはたらきに障
しょう

がいのある人
ひと

で、障
しょう

がいや社会
しゃかい

の中
なか

にあるバ

リアによって、普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

の中
なか

でたくさんの制限
せいげん

を受けて
う

いる人
ひと

全て
すべ

を

さします。  

  ウ 社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

 障
しょう

がいのある人
ひと

にとって普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

を送る
おく

上
うえ

でバリアとな

るような社会
しゃかい

の中
なか

のもの、決まり事
き     ごと

や昔
むかし

から続いて
つづ

きていること、

考
かんが

え、その他
た

全て
すべ

のもののことをいいます。 

  エ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 障
しょう

がいのある人
ひと

から、社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

を取
と

り除
のぞ

くために何
なに

か対応
たいおう

してほしいと伝えられた
つた

時
とき

に、障
しょう

がいの種類
しゅるい

や程度
ていど

に沿って
そ

、どのよ

うな支援
しえん

が望ましい
のぞ

かを会話
かいわ

を通して
とお

共
とも

に考え
かんが

、対応
たいおう

していくことで

す。なお、この対応
たいおう

は、負
ふ

担
たん

が大
おお

きすぎることなく、できる限
かぎ

りの範
はん

囲
い

で対
たい

応
おう

することとされています。 

  オ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

  

市内
し な い

で事業
じぎょう

を行
おこな

っている人
ひと

や団体
だんたい

、又
また

はサークル活動
かつどう

やボランティ 

ア活動
かつどう

などを行う
おこな

団体
だんたい

等
など

。 
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 (3) この条
じょう

例
れい

の基
き

本
ほん

的
てき

な考
かんが

え方
かた

（基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

といいます。） 

 障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も全
すべ

ての人
ひと

がお互い
  たが

のことを大切
たいせつ

にし、お互い
  たが

の

ことをお互い
  たが

に理解
りかい

しながら、分
わ

け隔
へだ

てなく、その尊
そん

厳
げん

や人
じん

格
かく

や個
こ

性
せい

が重
おも

ん

じられ、一人一人
ひとりひとり

が安心
あんしん

して暮
く

らせる障
しょう

がいによる差別
さべつ

のない共生
きょうせい

社会
しゃかい

を

つくっていくものとします。 

 

 (4) 市
し

、市民
し み ん

等
とう

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の役割
やくわり

 

  ア 市
し

の役割
やくわり

 

    市
し

は、障
しょう

がいや障
しょう

がいのある人
ひと

、そして共生
きょうせい

社会
しゃかい

について、一人一人
ひ と り ひ と り

の

理解
りかい

が進む
すす

ように取り組み
と   く

ながら、障
しょう

がいによる差別
さべつ

のない共生
きょうせい

社会
しゃかい

を

つくるための取組
とりくみ

を行う
おこな

ものとします。 

イ 市民
しみん

等
とう

の役割
やくわり

 

市民
しみん

等
とう

は、障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も全
すべ

ての人
ひと

が、安
あん

心
しん

して暮
く

らしていく

ために、障
しょう

がいや障
しょう

がいのある人
ひと

についての理解
り か い

や、共生
きょうせい

社会
しゃかい

をつくる

ために必要
ひつよう

となる理解
りかい

を深める
ふか

よう努め
つと

、市
し

が行う
おこな

取組
とりくみ

等
とう

に協力
きょうりょく

するもの

とします。 

 

  ウ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

の役割
やくわり

 

    事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、障
しょう

がいや障
しょう

がいのある人
ひと

についての理解
りかい

や、共生
きょうせい

社会
しゃかい

をつく

るために必要
ひつよう

となる理解
りかい

を深める
ふか

よう努める
つと

とともに、市
し

の 行
おこな

う取組
とりくみ

に

協力
きょうりょく

し、障
しょう

がいのある人
ひと

に対し
たい

、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を行う
おこな

ものとします。 
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 (5) 市
し

の取り組み
と   く

 

    市
し

は、広報
こうほう

や、ポスター、パンフレット、イベント等
など

で、障
しょう

がいや障
しょう

がいの

ある人
ひと

、共生
きょうせい

社会
しゃかい

について一人一人
ひ と り ひ と り

の理解
りかい

が進む
すす

ような活動
かつどう

を行うこと、

共生
きょうせい

社会
しゃかい

をつくるための取組
とりくみ

を行う
おこな

こと、関係
かんけい

する人
ひと

たちと連絡
れんらく

を取り合い
と   あ

ながら協力
きょうりょく

して取組
とりくみ

を進める
すす

ことなどを定め
さだ

ます。 

   

 (6) その他
    た

 

  この条例
じょうれい

に定める
さだ

もののほか必要
ひつよう

なことは、市長
しちょう

が別
べつ

に決める
き

こととします。 

 

(7) 施行
し こ う

期日
き じ つ

 

令和
れ い わ

６年
 ね ん

４月
 が つ

１日
ついたち

 


